
場所：zoom 開催 時間：15 時半～16 時半

参加者：小規模多機能ホーム○○○（A様/取締役・ケアマネージャー）

○○○地域ケアプラザ（B様/包括主任ケアマネージャー）

ぼやあ樹松本町（ケアマネージャー C、管理者 D）、

ぼやあ樹神大寺（管理者E） ぼやあ樹平川町（ケアマネージャーF）

ぼやあ樹新子安（請求事務 G）

ぼやあ樹相談窓口（相談窓口 H）、総括（石川社長）

ケアマネ部会長（ケアマネージャー J）、事務（K）

【1】今回の事例検討会は、弊社ケアマネ部会長のケアマネージャー Jが事例を準備しまし

た。事前宿題として、事例の読み込み、強み弱みの洗い出しをお願いし、当日、1人

ずつ強み弱みを、順番に発表しました。

～発表風景～
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【2】発表後、zoom のブレイクアウトルーム機能を使用し、

2グループに分かれ、課題と目標の設定を話し合いをしました。

【3】ブレイクアウトルームで打ち合わせ後、各グループより、課題と目標を発表しまし

た。

【4】再び、ブレイクアウトルームでグループに分かれ、問題点の洗い出し、対処法の

話し合いをしました。

【5】各グループで話し合い後、再び集まり、問題点と対処法を発表しました。

～Aグループ～

～Bグループ～

Aグループ ○○○CP（B様）、ぼやあ樹平川町（ケアマネージャー F）

ぼやあ樹新子安（請求事務G）、ぼやあ樹相談窓口（相談窓口H）

B グループ 小規模多機能ホーム○○○（A様）、ぼやあ樹神大寺（管理者E）

ぼやあ樹松本町（ケアマネージャー C、管理者 D）、石川社長



【6】発表後は、事例を準備したケアマネージャー Jが、実際の取り組みについて話しをし

ました。

～報告風景～

実際用いた資料



まず、ご本人の希望の聞き取りを行なった際、前のヘルパーさんはあれもこれもやってく
れた、とご本人が話されたことから、そこの調整から始まりました。
全ケアマネさんに確認したところ、たばこを買ってきてほしい、息子の部屋を掃除してほ
しい、という要望に対して、介護保険上でできなかったため、自費サービスを入れていた
そうです。回数を増やしてほしいと要望がありましたが、費用面など考え、出来なかった
とのこと。小規模多機能も多少の融通はききますが、介護保険上の訪問介護以上のサービ
スはできません。ご本人に説明をし、ご理解いただきましたが、納得は難しかったです。
自費サービスを入れ回数を増やす要望も、生活保護受給での生活のため、支払いが出来な
い状況でした。

問題として、第一にたばこの購入です。

ご本人の希望としてあるように、生きがいになっているものを、サービスが変わることを

理由に、突然取り上げるわけにもいかず、直接購入できるところをネットで探し、電話注

文で宅急便で届けてくれるタバコ屋さんを見つけました。

ご本人に説明し、大きな紙で、タバコ屋さんの電話番号、注文条件を渡したところ、ご理

解いただけて、直接やりとりしていただくことに成功しました。

今では、ご自身の管理しているお金のあるタイミングで、自分で注文できています。

ご本人と、訪問時や訪問日以外に、「今から買ってきて」ということは行わないとお約束

しました。訪問日に買い物リストとお金をお預かりし、次の掃除に来る訪問日の前に買っ

て持っていくお約束をしましたた。こちらは守られています。

調整

たばこの問題

ケアマネージャー Jの取り組み発表

買い物に関して



しばらく自分でやる、とのことでした。訪問で伺ったときに取り込むなどお手伝いが必要

であれば、自分から言う、ということになりました。

回数と時間、場所をご本人とお話しして、紙に書いてお約束しました。

週 3 回、ご本人の生活するスペースの中から希望する場所（居間、台所、トイレ等）を毎

回聞き取りして掃除を行なっています。

介護保険上でできないご本人の生活スペース以外（息子さんの部屋）に関しては、息子さ

んが入所されているグループホームの相談員さんに連絡しました。ご本人の意向を伝えた

ところ、息子さんに関することはこちらで対応します、とのお返事がいただけました。

その旨ご本人に説明し、納得されました。

現状デイサービスに対しての嫌悪感が強く出ているため、デイサービスでの入浴は難しい

と判断しました。令和 3年の法改定で明記されました、小規模多機能での「事業所負担で

の訪問入浴は可能」というルールを活用し、事業所間で委託契約を結び、ご本人には今ま

でのサービス通りの訪問入浴を、引き続き依頼し、週 1回訪問入浴されています。

本人のもうひとつの希望である、「心配をしてほしい」に関しては、元々話し好きである

S 様にとっては、独居で話し相手もなく、身体的にも衰えを感じている不安に対しての発

言なのではないか思い、ぼやあ樹からご本人へ毎日電話を入れ、長い時間ではありません

が、安否確認と世間話を行うようにしました。

実際、サービスが変わってすぐは、訪問ヘルパーに対し、「前のヘルパーはなんでもやっ

てくれたのに」という発言が毎回聞かれ、不機嫌な様子でしたが、慣れてきてからは、

「ありがとね～」と笑顔で送り出してくれるようになりました。

また、この方の要望は他にも多くあって、キリがない方でしたが、ご本人の要望をただ単

に言われるがままに行うのではなく、介護保険でできること、その他で

お金がなるべく掛からずにできるサービスを駆使して、ルールを守りなが

らも、なるべくご本人の希望に近く、双方に負担がかかりすぎないプラン

を作成しました。

入浴に関して

洗濯に関して

掃除に関して

「心配してほしい」というご要望に関して



相談窓口 H

基本的にはご利用者さんの要望に沿ってプランを作っていくのはどこも同じです。
希望だけ聞くのでなく、本人の生活も含めてトータル的なマネジメントができるのが、小
規模の強みではないでしょうか。小規模だけやればよいのではなく、居宅もケアマネも最
終的にプランを考えるのは同じです。
ぼやあ樹ケアマネージャーも毎月やっていくことで、お互いやりとりして見えてくるもの
があります。この感覚がひとりでも多く広がって、作っていけたらいいなと思います。

石川社長

介護、医療、福祉従事者として、サービスや希望とプランのすり合わせは絶対に必要です。
でも、一人ひとり心の中で、この方はこうなってほしいという想いがあると思います。
そこを事例検討会やひとつひとつのケースを含めて、大切な希望をカタチにしてもらうこ
とが私たちの役割です。
ひとつずつ種をまくことが、結果的にお客様と私たちが大切にしているものの橋渡しにな
ります。思い出したときに、実行してもらえたらと思います。

次回は 6/15（水）に事例検討会を予定しております。
お忙しい中恐れ入りますが、次回もご参加の程、どうぞよろしくお願い致します。

総評


